
総務省承認

承、認期限

厚生労働省

平成1 7年 企業における若年者雇用実態調査
～若年正社員を中心として～

この調査票に記入された事項については、 秘密を守り.、 他に漏らすことはもちろん統計以外の・

目的に用いることは絶対にありませんので、 ありのままをご記入くガさ

既 26235

平成18年3月31日まで

4

(〒
在地

鳩業名

号

1

30～
99人

5

淡所在地、企業名に熊りがありましたら訂正してください.

 . . . . . . . . ゙ ゙ . . . . . . . . . . . ゙ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

卓一連番号

. (記入上の注意)

.

1 この瓢査は、本社事業所だけでなく、支店、営業所、工鳩等を含めた企業全体を単位と,る調査です.
2 特にことわりがない限り、平成17年10月1日現在の状況についてご記入ください.

゛ 3 調査票裏面の如入要領を参照してご記入ください.
.

4 不明な点がありましたら、厚生労 大臣官房統計情報部雇用統計謀にお問い合わせください.
 03 (5253) 1111 内線 7625 雇用1奪 一係

‘終わりました調査某は、 同封の返信用封筒を使用して、平成17年10月20日までにご返送くだ
さい.

5

*逢業分類番号

含

、

4

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ‘ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

記入者氏

電話番

3

企業全体の常用労働者数
(本社・支社・営業所・工場等を
含めた企業全体の人剃

な事
内

(注) 「常用労働者」 とは、以下のいずれかに該当,る者をいいます。労働者派遣事業を行う業者力追派造された派遣
労働者は含まれません.

(1) 期間を定め,、に、又は1力月を超える期間を定めて雇われている者.

(2) 日々又は工力月以内の期間を定めて雇われてぃる者であって、謂査日前2力月の各月にそ九ぞれ那日以上雇われ

ている者。

な船、敢締役、理事等の役員であって常時勤務し、一般の労働者と同じ給与規則又は基準で毎月給与の支払いを

受けている者、事業主の家族であってその事業所に常時勤務し、給与の支払いを受けている者を含みます。
.

5,000人以上 1゙000～
4.999人

2

300～
999人

3

100～
豹9人

主
の

1
ネ

1ー
.

王

.

写

1

傷
番

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

.

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

SA
M
PL
E



記

本調査の 「若年者」 とはゞ 30歳未満の者をいいます。

1ページ

企業の概要
1 企業名、 所在地については、 シールを貼付してありまずが、 誤りがありましたら訂正してください。
2 記入者氏名及な 電話番号は必,、ご記入ください.
3 主な事業の内容は、貴企業の主な事業にういて具体的な内容を記入してください。
な船、複数の事業を行っている場合は、従業員の最も多い部門、 又は総売上の最も多いものを1つ記
入してください。
4 企業全休の常用労働者数は、・企業に属するすべての事業所 (本社、支社、 工場、営業所等) の常用労
働者数の合計です。
なお、別企業に出向している者は含めないでください。 また、別企業から出向してきている者は含め
てください。

入 要

 .   

平成17年10月1日現在に在籍する常用労働者について記入して下さい。
正社員
ここでいう 「正社員」 とは、 企業で 「正社員 正職員」 としている者です。正社員 正職員その
他同じ趣旨の右称で呼ばれる者で,”. また、 「非正社員」 とは 「正社員」に該当しない者です。
職種(問2、 問4も伺様)
専門・技衛職 高度の専 的知識や技術を必要とする仕事に従事する者をいいます。 (例えぱ、研究

者、技術者、 SEX薬剤師、税理士、教員など)
管理・事務職 企業の全般又は課 (相当を含む) 以上の内部組織の経営管理に従事tる者及ぴ人事

調査・企画 会計などの仕事ゞ 並びに
に従事する者をいいます. (例えば、課長、秘書、事務員など)
上記の 「専門 技術職」及ぴ「管理・事務職」以外のtペての職種を含み、生産作業
者、販売従事者、運輸・通信従事者、保安従事者、サービス職業従事者等をいいます。
(例えば、旋盤工ゞ 店員、保険外交員‘,運転手、警備員、美容師など)

問1 .

生産関連 営業販売 外勤に関する事務の仕事

現業職

領

問2 採用区分

採用区分の学歴については、採用決定上の学歴で記入Lてください。本人の最終学匿と採用区分が
異なる場合は採用決定上の学歴としてください。
ここでいう 「新規学卒者j は、 企業で 「新規学卒者」 として採用ずる場合をいい、.それ以外は、
「中途採用者」 として扱います。
学歴 (問4も同様)

中学校、 盲学校・ろう学校・養護学校の中等部

高等学校、盲学校 ろう学校・養護学校の高等部
専袿学校専門課程 (高校卒を入学資格とする修業年限2年以上の者)
高等専門学校、短期大学

大学・大学院 大学、 大学院

中学・
高校

専修学校
高専・短大

1
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※ 「若年者」 とは、 3 @歳未満の者をいいます。

1 、性別

問1 平成1 7年1 0月 1日現在在籍する正社員について、 榔1、 職種ヌ1jに人数を記入してください。
該当者のいない拠ば 「0」 を記入してください。

(1)性別正社員数

企業全体の
正社員数

(2) 職種”柾社員数

企業全体の
正社員数

職種
うち砦年正社員数 うち若年正社員数

専門・技術職
10

人 人 人

管理・事務職
U

人 人

現業職

別正社員

Ⅱ若年労働の用について

貴企業で1す、 直近1年間伴成16年1 0月～平成1 7年g月) に若年正社員を採用しました力、。
(1) 若年正 の採尻の有無
問2

(2) ヘ

問3ヘ

(3) 採用区分、 職種別若年正社員の採用者数

採用者の職種
管理・

事務職
採用区分 専門、・

技術職
現業職

人

中学・高校卒
始

専修学校( 程)
21

高専・ 短大卒

僅饗逸翁1司
24

大学・大学院卒
てください, 計

中途採用者
抑

問3 貴企業の若年労働者の過去3年間の探用実縦について、正社員、非正社員別にそれぞれお答えください.

)過去3年間(平成14年10月～平成17年9月) の採用実禎は、
それ以前の3年間 (平成1 1年1 0月～平成1 4年9月) と比ベどのように変わりましたか。

若年正社員

増えた ほぽ同じ 減った 採用して
いない

若年非正社員
6 6

増えた ほぽ同じ 減った 採用して わからない
、、ない

2 2 33 4 4

(2) 過去3年 の若年正社員の採用実績により、 現在生じている問短点、 今後予想される問題点は
あります力、。次の1～5のうちあてはまるもの生垈工長0をつけてください。
特に問題点がない場合には6に0をつけてください。

技能の伝承に活気が低¥す 報ヘの対応 配転ξどの 特に問題点
はない

その他

M

(2)性別若年正社員の採用者数

若年正社員
の採用者数

※現業職には、
・技術職」
「管理・事務
を除く,べて

の職種を含みます.

及

詩

有 1

無 2

男

女

新
規
学
卒
者

男

女

光
松

 

 
「

   

 

  

 

 

 

 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 、

 

、

 

、

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SA
M
PL
E



問4 新規学卒者、 中途採用者の別及ぴ学歴は、 問2の記入要領を参照してください。
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問4 貴企業の砦年労働者の今後の採用方針について、正社員については(1)から(4)に、非圧社員については(5)
にお答えください。

σF成17年10月～平成20年9月)の若年正社 の採用者数は、過去3年問 (平成14年
10月～平成17年9月) の実韻に比ベてどのようにする方針です力、。
(1)今後3年間

増やす

(3)に回答した後(5)ヘ進んでください.4
釘

(2)若年正社員の採用を増やす理由は何ですか。あてはまるもの生△工1三0をつけてください。

企業の将来中高年者の
を考え、若採用より人
年正杜員を件費なぞの
育成し、技 ニスト削減

企業全体の
年齢拷成の
ゆがみを是
正,る、若
返りを図る
ため

社内に若年
者の新しい

団塊の世代
の退職によ
る労働力不
足に備える
ため

仕事の内容
が若者向け
社会や行政

の要請に応
えるため

業務拡大や
新規分野の 感性・創造が中心であ

性等を取り
入れるため

進出のため術者等を養が期待でき
成するため るため

るため

橡ぽ同じ

減らす

採用しない

、゙

な い
4

(2)に回答した後(4)以下ヘ進んでください.

皐)以下ヘ進んでください。

(3)以下ヘ進んでください.

3

3)若年正社員の採用を減らす又は採用しない理由は何ですか。あてはまるもの生墾工!三0をつけてください。

非正

職業意識を社員で代替人仔饗等を矧ヒ等で経若年者の応人材育成・ 高齢者の継
採用が困難が必要とな
なため

即戦力とな
る人材が欲
しいから

職業訳練等募がなく、済的余力が
なく採用で
きない

続雇用を優 その他
先ナるため

人 に正 用を
るため

するため

その他

・ ・,(乞)ヘ

4

(4)今後3年問にどのような若年正社員を必要としますか。次の1～3のうち必 要とする区分生垈工【Ξ0を
つけてください。特に必要としていない堤合には4に0をつけてくださし、。

職 種
採用区分 特に必要と、

現業職 していない
中学・高校卒

専修学校傳門線剖

高専・短大卒

大学・大学院卒

中途採用者

(5)着年非正社員についてお答えください。

①今後3年間(平成17年10月～平成20年9月)
の若年非正社員の採用者数は、‘過去3年問 (平成14
年10月～平成17年9月)の実韻に比ベてどのよう
にする方卦ですか。

増やす 1

隠ぽ同じ 2

波らす

採用しない

わからない

②今後3年問にどのような職穫の若年非正社員
を必要としますか。.次の1～3のうち必要とす
る区分査垈工怪0をつけてください。わからな
い場合は4に0をつけてください。

現業職

4

4

4

4

4

新
規
学
卒
者

る
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問5 退職した若年正社員については、退職時の年齢が30歳未満の者を記入してください。
また、経営上の都合による退職は除いてください、

問6 ここでいう定着率とは、 10月現在の若年正社員の在籍者に直近1年問 (10月から9月までの1
年問) の若年正社員の退職者を加えた数に 対する10月現在の若年正社員の在籍者の割合をいいます。
3年前の定着率と比較した状況を記入してください。

問7 労働時間の短縮は、 労働時間全般の短縮を指し、 所定労働時間 (就業規貝4等で決められた始業から
終業までの労働時問) の短縮以外に、所定外労働時間 (いわゆる残業時間) の短縮も含みまt。
有給休暇の 極的な取得奨励には、長期休暇 (L休暇) の取得奨励 (ゴーノしデンウィーク休暇や夏
期休暇等) などの計画的な連続休暇の取得も含まれます。

問8 ‘長期的な訓練・教育等で人材を育成とは、

長年に渡って訓練 教育等で技能を修得させて新入社員を技術者等に育て上げていく方法や長期的
な計画に基づき、 段階的な研修や職務研修などを期間をかけて行って育成する方法をいいます。
短期的に研修などで人材を育成とは、

採用時に新入社員研修などの短期問の研修をもって育成する方法をいいます。
OF‘F－JTとは、

Off theJobTMihinE (オフ ザ ジョブ・ トレーニング) の略で、 通常の仕事を一時的に陸れて
行う教育訓練 (司階) をいいます。

OJTとは、
OnthdJobT始ining (オンザジョブ トレーニング) の略で、通常の仕事に就きながら行う
教育訓練 (研修) をいいまt。

自己碧発とは、

職業に関する能力を自発的に開発し、向上させるための活動をいいます。
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Ⅲ若正社の定着状況

問5 貴企業では、直近1年問(平成16年10月～平成17年9月) に退職した若年正社員は何人いましたか。
(経営上の都合による退職は除いてください。)

(1)性%1若年正社員の退職者数

退職時の年齢が30

種別若年正社員の退職者数(2)

男

の

問6 貴企業では、 3年前と比ベて若年正社員の定着率はどう変化していますか。あてはまるもの1つに0をつ
けてください。

カ、一戸

ヘ

女

0については

さい

ト、・ーー1捻ro」を記入してくだて 、0」

48

問7 企業で若年正社員の定着に役立うている施策はありますか。次の01～10のうちあてはまるもの生垈工垈
0をつけてください。特に役立つ施策をしてない場合には11に0をつけてください。

本人の能力・適性に合った配置 配耘・勤務地等人事面での配慮

労働時間の短縮‘有給休暇の積極的な取得
奨励

職場環境の充実・福痢」厚生等の充実

職での意思疎通の向上

仕事の成果に見合った賃金

昇格・昇進基準の明確化

教育罰練の実施・援助

事と家庭の両立支援

その他

特に役立う施策をしてない

向上
している

3

1

4

やや向上
している

2

専門 技術職

のみお

ほぽ横ばい
である

3

管理・事務職

 

Ⅳ

問8

の育成について

若年正 の育成はどのような方針で行いますか。また、どのような二とを実施していますか。
(1)主な育成の方針についてあてはまるもの1つに0をつけてください。

的

ださい

正

長期的な教育訓練等で 短期的に研修等で人材 特別な研修等は行わず、
人材を育成

1

を脊成

2

社員自身に任せる

3

やや低下
している

4

現業職

0

人

(2) 3年前と比ベ、若年正

低下
している

5

5‘

OFF－JT

う 、

よるOFF－1T (一部委託も含む)

OJTによる教育訓練

シ署

よる人材育成)

自己啓発ヘの支援

員の に、゙、

口 テーシヨン 々 に 3

に実施している育成方法はどのように変化していますか。

3年前と
比ベて

誠0た
簡楽化した

3年前と
比゙ミて
えた・
強化した

3年前と
変わらない

2 31

育成方法

4

3

4

4

4

2

2

3年前も今
も実施して
いない

2

3

2
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問9 3年前と比ベた若年正社員の仕事の変化は、特定の若年正社員ではなく、一般的な若年正社員を入

社3年目程度の高卒者及ぴ大卒者それぞれについて粘答えください。

問U

インターンシウプ

(就業体劇

トライアル雇用

償行的雇用)

紹介予定派遣

学生が在学中に企業に翁いて自らの専攻、将来のキャリア等に関連した就業体験

を行うことをいいます‘。

(ただし、アルバイトなどの雇用によるものは除きます。)

学卒未就職者等の若年失業者をその後の常用雇用ヘの移行を図るため短期間(3
力月以内)、試行雇用として企業が受け入れることをいいます。

派造元事業主が、一定の派造期問(6力月以内)の労働者派遣の役務提供の開始

前又は開始後に、当該派遣労働に係る派遣労働者及び 先に対して、職業紹介

を行い、又は行うことを予定してするものをいいます。

間12

インターンシップ

トライアル雇用

問11の記入要領を参照してください。

問11の記入要領を参照してください.
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問9 3年前と比ベた若年正 の仕事の変化で、おおむねあてはまるもの1つに0をつけてください。
高卒者及び大卒者の入社3年目程度の一般的な若年正社員についてお答えくたさい。

(1) 担当する仕 量

やや 変わら やや
増えた ない 減った

(2) 担当する仕事の範囲

拡tっ 変わら やや 縮小拡がっ
た

区分増えた 減った 縮小
した

区分
したない

た

42 3 1 51 42

4

高卒

大卒

5

(3)

1

5

区分

担当する仕事の質

向上向上
子

ナ 、

2 31

2

高卒

大卒

ご協力ありがとう ございました。
の記入が終わりまし九ら、同封の返信用封筒をご使用のうえ

10月20日までにご返送ください。

3

学校での
進路指導
の強化

企業説明
 、
面接会な
どの開催

問10若年正社員に望むことや身につけて欲しい能力は何です力、。次の01～”のうちあてはまるものを
ニ 0をつけてください。特にない場合には12に0をつけてください。

・勤労意欲 しい感性・柔軟な発想 面・立案力

い責任感 ヤレンジ精神 向上心 カ・判断力

忍耐力 コミュニケーション能力リーダーシップ・実行力

マナー・社会常識・ 専門知識や技能 ない

1

4

5

2

5

インター公的な職業
ンシップ説練の場の
(就業体験)充実、金銭
への援助 面の支援

低下
した

4

8

3

高卒

大卒

問11 貴企業で、次の項自のうち、着年者の受け入れにつぃて実施しているものはありますか。
する予定又は現在検討しているものはありますか。また、今‘

実施予定は
ない

区分 実施

インターソシップの受け入れ 321

トライアル雇用(試行的雇用)の受け入れ 2 31

非正社員から正社員ヘの登用

紹介予定派遺の受け入れ

5

求人・求職
情報の充
実、提供

(4)

5

1

区分増した

担当する仕の任度

やや
増した

2

トライア
ル雇用等
に対する
援助拡大

卒

大卒

3

3

1

1

変わら やや
ない 滅った

1

4

特に要望
はない

2

V行 に対する要

問12学校、行政等に対する要望について、次の1～7のうちそれぞれあてはまるもの生墾工垈0を
つけてください。特に要望がない堤合には8に0をつけてく光さい。

2

5

3

3

減った

4

下
た

.
低

し

定
中
予
討検

中

籍
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